
中１数学Ｂ ２０１９年度２学期 平行線と比 宿題解答 

§２ 平行線と比の定理１ 

Ｈ２.１ 
(1)  AP // CR なので、
平行線と比の定理より、
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(2)  AP // BQ // CR なので、
平行線と比の定理より、

AB : BC PQ : QR
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Ｈ２.２ 
AP // CRであり、さらにAP // BQ
だと仮定すると、

平行線と比の定理より、
AB : BC PQ : QR

となる。ところが、
  AB : BC 10 : (16 10) 10 : 6
PQ : QR 9 : 6

より、
AB : BC PQ : QR

なので、

AP // BQではない。
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Ｈ２.３ 

Dを通り AFと平行な直線を引き、
BCとの交点を Gとする。

△BDGにおいて、
EF // DGより、
BF : FG=BE : ED（平行線と比の定理）
∴ BF : FG= 2 : 1  … ①

△CAFにおいて、
AF // DGより、
FG : GC=AD : DC（平行線と比の定理）
∴ FG : FC=2 : 5 … ②

①②より、

BF : FG : FC=4 : 2 : 5 

よって、BF : FC= 4 : 5

①②
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Ｈ２.４
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  2① ② より、
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これを①に代入して、
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これを②に代入して、
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(3)


 


  






1
3 4

3
6 2

x y

x y

①

②

 2① ②より、



 



 

  



   

)

)

2
2

3 2

) 3
6 2

5
5

6
2

5
6

)
2 6

65
5

x y

x y

x

x

y

y

これを①に代入して、
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